
オンライン 対面 小学 中学 高校 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

G5-1 ○  教育・教育支援  AIは人より賢いのか？

2022年11月頃より，ChatGPTのなどが話題となり，米国の大学等では，

大学のレポートにChatGPTの使用を禁止する動きも見られた。人を超える

創造性や，企画力，文章力が賞賛される一方で，簡単な算数の計算を

ChatGPTが間違えるなどのエラーを見つけると，勝ち誇ったようにSNSで

発信している「人」もいる。AIは人より賢いのかについてお話しします。

加納　寛子 准教授 学士課程基盤教育院 講義・演習 特に定めなし 90分 ○ ○ ○

受講生が，手元にインター

ネットにつながったタブレッ

トかPCがあれば，ChatGPT

を使用した演習を実施しま

す。

○

G5-2 ○  教育・教育支援  サイバーサイコロジー

Wogalterら(2008)らの研究によって，インターネット上の情報を信頼で

きるかと問われると，疑わしいと答える人であっても，インターネット上で

見た情報に説得されて影響を受けてしまっている人々が多いことが指摘され

ている。つまり，誰かが悪意で嘘を書いたとき，たとえ多くの人が信用しな

かったとしても，その嘘に多くの人は惑わされてしまう。また，ネット上で

は人格が変わったような行動をとる人もいる。ネット上の人の心理と行動に

ついてお話しします。

加納　寛子 准教授 学士課程基盤教育院 講義・演習 特に定めなし 45分 ○ ○ ○

受講生が，手元にインター

ネットにつながったタブレッ

トかPCがあれば，インタラク

ティブに実施します。

○

G5-3 ○ ○  教育・教育支援
 中学・高校生のためのキャリ

アデザイン入門

将来のキャリア（働くことを含む生き方）考える上で「自分を知ること」と

「社会を知ること」が重要になります。 本講義は、進学・就職を含む「進

路」を考える上でのポイントや自分らしさを踏まえて将来の「働くことにつ

いて」考えていきます。また、地域の企業に目を向けてもらうために、「魅

力ある県内企業（中小企業）の見つけ方」について説明します。

松坂　暢浩 准教授 学士課程基盤教育院 講義 特になし

30分～60分

（希望に応じて調整

可）

○ ○
ペア・グループワークを講義

に盛り込むことが可能ですの

でご相談ください。

○ ○ ○ ○

G5-4 ○ ○  教育・教育支援

 自分らしさを大切にしなが

ら、将来のキャリアについて

考えよう

皆さんが今後、進学したい学校や就きたい職業を考えるときに、自分がどん

なことに興味や関心があるのか、自分のことをよく知ることが大切です。講

義では、自分のことを知る手がかりのひとつとして、自分の長所について理

解を深めていきます。

山本　美奈子 准教授 学士課程基盤教育院 講義・演習 50名 60分 ○ ○

ペア・グループワークを講義

に盛り込むことが可能ですの

で、ご相談ください。

公共交通機関での移動になり

ますので、交通費の支給を希

望します。

○ ○ ○ ○

G5-5 ○ ○  教育・教育支援
 探究とは何か

－科学的探究とその過程－

「探究」は、分からないことを科学的に調査追求するための重要な活動で

す。本講義では、科学の方法としての科学的探究とその過程について、さら

に探究にとって重要なポイントを解説します。

今村　哲史 教授 大学院教育実践研究科 講義 ご相談に応じます ご相談に応じます ○ ○ ○ ○

G5-6 ○ ○  教育・教育支援

 STEAM教育とは何か

－米国の小中学校理科教科書

を事例として－

Society 5。0の 新たな社会の実現に向けてSTEAM 教育が注目されていま

す。米国の小中学校理科教科書を参考にして、STEAM教育とはどのような

ものか、具体的な授業例をもとに解説します。

今村　哲史 教授 大学院教育実践研究科 講義 ご相談に応じます ご相談に応じます ○ ○ ○

G5-7 ○ ○  教育・教育支援  はじめての日本語ディベート

日本語でのアカデミック・ディベートの初歩をワークショップ形式で行いま

す。活動しながら、議論の意味や論理的思考とはどのようなものかについて

考えます。

江間　史明 教授
大学院教育実践研究科/地域教育文化

学部
講義・演習

10～90名程度まで

ご相談に応じます
ご相談に応じます ○ ○ ○

使用する資料は高校側で印刷

をお願いいたします。
○

G5-8 ○ ○  教育・教育支援  理科における体験

理科では自然体験などの体験活動を取り入れて授業をすることがあります。体験した

ことは、知識・技能とどのように結びつき、資質能力の獲得へいかにしてつながるの

でしょうか。またそこにはどのような意義と課題があるのでしょうか。本講義では、

このような問いから、理科における体験のあり方について考えます。

後藤　みな 准教授
地域教育文化学部

児童教育コース
講義・実験 ご相談に応じます 30～60分 ○ ○ ○ ○

G5-9 ○  教育・教育支援
 『論語』に学ぶ「志望」の定

め方

『論語』の言葉を足がかりにして自身の志望を見定める方法を学ぶ講義で

す。
三上　英司 教授 地域教育文化学部 講義 特に定めません 90分 ○ ○

G5-10 ○  教育・教育支援  健康に生きる力について

私たちが豊かな人生を歩むためには、あるがままの自分を受け入れつつ、

日々健康的な生活を送り、不健康な行動をなるべくしないでいられることが

大切です。そのために必要な力についてお話しします。

新井　猛浩 教授 地域教育文化学部 講義 ご相談に応じます 60分 ○ ○ ○ ○ ○
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G5-11 ○ ○  教育・教育支援

 〈若者／青年のあいだ－日本

の「青年期」誕生とその後

－〉

近世から現代に至る、いわば"Youth"の訳語となる「若者／青年」という

語彙の変化を概観しつつ、そこに〈教育〉的な〈まなざし〉が関わる諸相を

明らかにする。このように〈教育〉を多面的に理解し、大学で教育学を学ぶ

意味も説明したい。

安藤　耕己 教授
地域教育文化学部

児童教育コース
講義 5～100名 50～90分 ○

10月は県社会教育委連絡協議

会会長としての業務出張が続

くため、引き受けられませ

ん。

○ ○

G5-12 ○ ○  教育・教育支援

 〈子ども･若者の＜居場所＞

をめぐる社会史   －「たまり

場」から「居場所」へ

戦後の青少年教育では、そのキーワードが1990年代を境に「たまり場」か

ら「居場所」へと転換していく。その背景を理解しつつ、学校外教育の現

状、学校と地域との連携・協働を〈第３の生活領域〉をキーワードとして考

える。

安藤　耕己 教授
地域教育文化学部

児童教育コース
講義 5～100名 50～90分 ○

10月は県社会教育委連絡協議

会会長としての業務出張が続

くため、引き受けられませ

ん。

○ ○

G5-13 ○  教育・教育支援  生活防災と避難所生活

自然災害発生時のライフライン停止した状況を想定して、避難所生活簡易

ワークショップを行います。高齢者や幼児を連れた人、食物アレルギーなど

の多様な人々になりきって体験し、被災時のために備えるべきことを考えま

す。

石垣　和恵 准教授
地域教育文化学部

児童教育コース
講義・演習 30名程度 90分程度 ○

非常食の試食については実費

（100円～400円程度）をご負担

いただきます。

実施校にてプロジェクター都

スクリーンまたは大型テレビ

をご準備願います。
○ ○ ○

G5-14 ○  教育・教育支援

 自立した書き手となるために

―ライティング・ワーク

ショップをやってみよう―

主体的に書く活動を核とする学習方法として米国で取り組まれているライ

ティング・ワークショップを体験します。自立した書き手となることの楽し

さや意義を実感してもらうことで、「書くこと」に対する児童・生徒の意欲

を高めます。

菊田　尚人 講師
地域教育文化学部

児童教育コース
講義・演習 ご相談に応じます ご相談に応じます ○ ○ ○ ○

G5-15 ○  教育・教育支援

 自立した読み手となるために

―リーディング・ワーク

ショップをやってみよう―

主体的に読む活動を核とする学習方法として米国で取り組まれているリー

ディング・ワークショップを体験します。自立した読み手となることの楽し

さや意義を実感してもらうことで、「読むこと」に対する児童・生徒の意欲

を高めます。

菊田　尚人 講師
地域教育文化学部

児童教育コース
講義・演習 ご相談に応じます ご相談に応じます ○ ○ ○ ○

G5-16 ○  教育・教育支援  科学教育実験教室

幼稚園や小学校では行わない楽しい科学実験（液体窒素を使った実験、スラ

イム作りなど）に一緒に取り組みます。子ども達の「科学の芽」を育む科学

実験とは何か、どんなことに注意して実施すればいいのか、一緒に考えてい

きましょう。

鈴木　宏昭 准教授
地域教育文化学部

児童教育コース
講義・実験 ご相談に応じます

30～60分

（要相談）
○ ○ ○ ・幼稚園対応可 ○


